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上
海
・
東
亜
同
文
書
院

メ
デ
ィ
ア
人
脈
を
考
察
す
る

│
戦
中
・
戦
後
の
三
つ
の
「
事
件
」
か
ら

飯い
い

田だ　

和か
ず

郎お

（
一
般
社
団
法
人
ア
ジ
ア
調
査
会
理
事
）

第
１
章　

言
論
統
制
下　

掲
載
さ
れ
た
軍
部
批
判
記
事

第
2
節　

吉
岡
文
六
の
原
点
と
時
代
の
背
景

　

人
吉
城
址
を
背
景
に
、
軽
や
か
な
水
音
が
岸
辺
に
響
く
。
だ
が
、

日
本
三
大
急
流
の
一
つ
、
球
磨
川
は
時
に
流
域
に
住
む
人
々
と
そ
の

財
産
を
襲
う
。
気
象
庁
が
「
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
7
月
豪
雨
」

と
名
付
け
た
大
雨
に
よ
っ
て
、
熊
本
県
人
吉
市
内
を
流
れ
る
球
磨
川

が
は
ん
濫
、
市
街
地
の
多
く
が
水
没
し
た
。
市
中
心
部
を
歩
く
と
、

き
れ
い
に
整
地
さ
れ
た
空
き
地
が
点
在
す
る
。
水
害
で
損
壊
・
崩
壊

し
、
撤
去
し
た
店
舗
や
住
宅
の
跡
地
だ
。
県
庁
の
あ
る
熊
本
市
や
鹿

児
島
県
を
結
ぶ
J
R
肥
薩
線
は
今
も
復
旧
し
て
い
な
い
。
傷
跡
は

残
っ
た
た
ま
ま
だ
。

　

そ
の
市
中
心
部
を
望
む
高
台
に
、
東
林
寺
は
あ
る
。
黄
檗
宗
の
南

九
州
地
方
本
山
で
あ
る
、
こ
の
寺
の
一
角
に
、
吉
岡
文
六
の
墓
は
佇

む
。
人
吉
は
吉
岡
の
生
ま
れ
故
郷
だ
。
墓
石
に
彫
ら
れ
た
吉
岡
の
戒

名
「
賢
徳
院
桃
岳
文
英
居
士
」
は
、
吉
岡
が
「
桃
」
の
花
咲
く
春
3

月
に
他
界
し
、「
賢
」
く
「
徳
」
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
「
文
」

を
書
く
こ
と
に
「
英
」
で
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
生
涯
を
記
録

第2回



— 9 —

アジア時報

し
て
い
る
。

　

東
林
寺
の
第
23
代
住
職
、森
無
禪
は「『
自
分
も
新
聞
記
者
だ
っ
た
』

と
い
う
年
配
の
方
々
が
ご
く
ご
く
た
ま
に
、
吉
岡
の
墓
を
訪
ね
て
く

る
」と
言
う
。42

東
條
英
機
を
痛
烈
批
判
し
た
竹
槍
事
件
の
記
事
が『
毎

日
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
て
か
ら
80
年
が
経
過
す
る
。
吉
岡
文
六

を
直
接
知
ら
ず
と
も
、
同
じ
道
を
志
し
た
者
た
ち
の
中
で
、
そ
の
存

在
は
今
日
も
生
き
続
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
森
は
「
吉
岡
の

墓
を
訪
れ
る
縁
者
は
だ
れ
も
い
な
い
」
と
話
す
。
た
だ
、
地
元
の
郷

土
史
研
究
会
「
人
吉
・
球
磨
の
偉
人
に
学
ぶ
会
」
事
務
局
長
の
吉
岡

弘
晴
ら
に
よ
る
と
、
学
ぶ
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
定
期
的
に
墓
の
回
り

の
草
を
む
し
り
、
花
を
手
向
け
る
。
墓
前
に
酒
を
好
ん
だ
吉
岡
の
た

め
に
地
元
の
球
磨
焼
酎
を
供
え
る
と
い
う
。

　

吉
岡
文
六
は
、
竹
槍
事
件
と
呼
ば
れ
る
記
事
掲
載
か
ら
2
年
後
、

敗
戦
の
翌
1
9
4
6
年
3
月
1
日
、
46
歳
で
急
死
し
た
。
竹
槍
事
件

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
2
年
後
で
も
あ
る
。
彼
は
そ
の
後
、
い
っ
た
ん
復

職
し
た
も
の
の
、
そ
の
心
は
生
命
を
閉
じ
る
ま
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
と
い
う
職
業
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
長
崎
県
諫
早
な
ど
に
引
っ
込
ん

だ
ま
ま
だ
っ
た
。

　

戦
争
が
終
わ
り
、
か
つ
て
の
上
司
や
部
下
た
ち
は
、
繰
り
返
し
吉

岡
文
六
に
復
帰
・
復
職
を
懇
願
す
る
。
吉
岡
の
直
属
の
部
下
で
同
じ

東
亜
同
文
書
院
出
身
の
田
中
香
苗43

も
そ
の
一
人
。
東
京
に
い
た
田
中

は
復
帰
を
促
す
手
紙
を
、
九
州
に
い
た
吉
岡
に
書
い
た
。
届
い
た
返

事
は
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
親
の
心
子
知
ら
ず
と
は
こ
の
こ
と
だ
。
そ
の
資
格
も
な
け
れ
ば
、

そ
ん
な
意
志
も
な
い
。
た
だ
君
の
心
遣
い
に
は
感
謝
す
る
」。44

ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
無
謀
な
戦
争
に
加
担
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
敗
色

が
濃
く
な
る
戦
況
を
伏
せ
虚
偽
の
報
道
を
続
け
た
自
身
を
責
め
る
思

い
。
ま
た
、
竹
槍
事
件
の
記
事
掲
載
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
で
、
新
聞

社
を
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
。
そ
ん
な
自
分
が
戦
争
は
終
わ
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
社
に
戻
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。
そ
の
判
断
は
吉
岡

に
と
っ
て
自
ら
の
け
じ
め
な
の
だ
ろ
う
。

　

吉
岡
の
死
後
、
妻
・
千
賀
は
、
東
林
寺
境
内
の
別
棟
の
離
れ
に
し

ば
ら
く
暮
ら
し
た
。
だ
が
、
そ
の
離
れ
も
住
職
の
森
に
よ
る
と
「
昭

【図 6】東林寺にある吉岡文六の墓＝論者撮影
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和
40
年
7
月
の
大
雨
で
、
寺
の
裏
山
が
崩
れ
、
離
れ
は
流
れ
出
た
土

砂
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
倒
壊
し
た
」。45

1
9
6
5
年
7
月
2
日
に
発

生
し
た
豪
雨
は
球
磨
川
流
域
に
大
水
害
を
も
た
ら
し
、
人
吉
市
内
で

は
約
1
3
0
0
戸
が
流
失
・
損
壊
す
る
被
害
が
出
た
。
寺
は
球
磨
川

か
ら
や
や
距
離
が
あ
る
と
は
い
え
、
猛
烈
な
雨
が
軟
弱
な
シ
ラ
ス
台

地
を
襲
え
ば
、
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。

　

吉
岡
文
六
は
1
8
9
9
（
明
治
32
）
年
9
月
、
熊
本
県
球
磨
郡
人

吉
町
（
現
在
の
人
吉
市
）
の
商
家
に
生
ま
れ
た
。
隣
県
・
宮
崎
県
の

旧
制
宮
崎
中
学
校
を
経
て
1
9
1
9
年
、
東
亜
同
文
書
院
の
入
学
試

験
に
合
格
。
19
歳
に
し
て
上
海
へ
渡
っ
た
。
吉
岡
に
と
っ
て
初
め
て

目
に
す
る
外
国
だ
っ
た
。
同
文
書
院
に
は
第
19
期
生
と
し
て
入
り
、

毎
日
新
聞
社
に
入
社
す
る
ま
で
の
約
3
年
間
を
上
海
で
過
ご
す
。
こ

の
異
国
で
の
体
験
が
、
中
国
専
門
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
竹
槍

事
件
に
よ
っ
て
毎
日
新
聞
社
退
職
に
至
っ
た
吉
岡
の
中
国
観
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。

　

吉
岡
文
六
は
な
ぜ
、
海
の
向
こ
う
の
こ
の
学
校
を
目
指
し
た
の
だ

ろ
う
か
。吉
岡
が
旧
制
中
学
生
と
し
て
過
ご
し
た
5
年
間（
1
9
1
4

−

1
9
1
9
年
）、中
国
大
陸
は
混
乱
を
極
め
、激
動
の
時
代
で
も
あ
っ

た
。
辛
亥
革
命46

を
経
て
1
9
1
2
年
1
月
、
孫
文47

を
初
代
臨
時
大
統

領
に
中
華
民
国
臨
時
政
府
が
南
京
で
成
立
、
2
6
8
年
間
続
い
た
清

朝48

は
滅
亡
し
た
。
た
だ
、
も
う
一
人
の
実
力
者
で
あ
る
第
二
代
臨
時

大
統
領
、
袁
世
凱49

は
首
都
を
南
京
か
ら
自
ら
の
勢
力
基
盤
で
あ
る
北

京
に
移
し
、翌
13
年
10
月
に
正
式
な
大
総
統
に
就
任
し
た
。
一
方
で
、

中
央
の
集
権
に
反
発
す
る
地
方
軍
人
（
軍
閥
）
は
独
自
に
統
治
を
続

け
、
人
心
と
国
土
は
乱
れ
た
。

　

日
本
の
新
聞
は
連
日
、そ
の
動
乱
の
模
様
を
大
き
く
報
じ
て
い
た
。

さ
ら
に
14
年
7
月
に
始
ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
余
波
は
中
国
大

陸
に
押
し
寄
せ
る
。
中
国
大
陸
に
食
指
を
伸
ば
し
て
い
た
米
欧
に
後

れ
を
取
る
ま
い
と
、
日
本
は
15
年
1
月
、
袁
世
凱
に
対
華
二
十
一
カ

条
要
求50

を
突
き
つ
け
た
。
中
国
国
民
の
反
日
感
情
は
激
化
し
、
排
日

運
動
は
1
9
1
9
年
の
「
五
・
四
運
動
」51

と
な
っ
て
北
京
か
ら
全
国

に
広
が
っ
て
い
く
。

　

九
州
の
片
田
舎
に
住
む
10
代
の
吉
岡
文
六
の
関
心
は
中
国
大
陸
に

向
か
う
。
吉
岡
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
文
献
の
調
査
を
重

ね
た
渋
谷
敦
は
自
著
の
中
で
「
そ
の
頃
の
文
六
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ

ギ
リ
ス
の
政
治
資
本
が
、
中
国
の
混
迷
と
動
揺
を
利
用
し
て
、
盛
ん

に
東
亜
を
侵
略
す
る
と
し
て
、
し
き
り
に
憤
慨
し
て
い
る
。（
略
）

文
六
が
本
屋
の
店
頭
に
立
っ
て
、
中
国
に
関
す
る
書
物
を
、
ま
る
で

憑
か
れ
た
よ
う
に
貪
り
読
ん
で
い
る
の
を
、
人
は
よ
く
み
か
け
た
」52

と
著
し
て
い
る
。

　

広
く
海
外
に
窓
を
開
い
た
港
町
・
上
海
に
、
東
亜
同
文
書
院
が
生

ま
れ
た
の
は
1
9
0
1
（
明
治
34
）
年
の
こ
と
。
中
国
・
清
朝
は
ア

ヘ
ン
戦
争
で
英
国
に
敗
北
し
、
南
京
条
約
に
よ
っ
て
上
海
の
開
港
を

強
い
ら
れ
て
い
た
。
東
亜
同
文
書
院
は
ア
ジ
ア
主
義
を
掲
げ
る
民
間

団
体
、
東
亜
同
文
会
が
、
当
時
の
日
本
政
府
の
大
陸
政
策
と
連
動
す

る
形
で
、
創
設
し
た
専
門
学
校
（
旧
制
）
で
あ
る
。
の
ち
に
日
中
戦
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争
さ
な
か
の
39
（
昭
和
14
）
年
に
大
学
へ
昇
格
し
た
。

　

東
亜
同
文
書
院
の
建
学
の
精
神
を
示
し
た
「
興
学
要
旨
」53

が
現
存

す
る
。「
中
外
ノ
実
学
ヲ
講
ジ
テ
、
中
日
ノ
英
才
ヲ
教
エ
、
一
ニ
ハ

以
テ
中
国
富
強
ノ
基
ヲ
樹
テ
、
一
ニ
ハ
以
テ
中
日
輯
協
ヲ
固
ム
。
期

ス
ル
所
ハ
中
国
ヲ
保
全
シ
テ
、
東
亜
久
安
ノ
策
ヲ
定
メ
、
宇
内
永
和

ノ
計
ヲ
立
ツ
ル
ニ
在
リ
」54、
つ
ま
り
「
東
ア
ジ
ア
の
志
あ
る
人
士
の

責
務
は
、
清
国
の
富
強
の
礎
を
築
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
先
ず
日

本
と
清
国
の
協
力
を
土
台
に
固
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
人
材
の
育
成
を
急
ぐ
べ
し
」
と
日
中
提
携
、
東
亜
保
全
を
謳
う
。

　

荒
尾
精55

は
、
の
ち
の
東
亜
同
文
書
院
に
つ
な
が
る
日
清
貿
易
研
究

所56

の
設
立
者
で
あ
る
。
荒
尾
は
生
涯
最
後
の
著
書
『
対
清
弁
妄
』57

の

中
で
、
日
清
戦
争58

勝
利
に
酔
う
日
本
社
会
を
、「
営
々
汲
々
ト
シ
テ

虎こ

呑ど
ん

狼ろ
う

食し
ょ
くノ
尤ゆ
う

ニ
倣な
ら

ハ
ン
ト
欲
ス
。
識
者
ノ
謬
び
ゅ
う

妄も
う

、
亦ま
た

泰
西
人
ヨ
リ

己
甚は
な
は
だシ

カ
ラ
ザ
ル
乎
」59

と
評
し
た
。

　

歴
史
家
の
保
阪
正
康60

は
、
荒
尾
精
の
警
鐘
に
つ
い
て
「
ア
ジ
ア
を

食
い
ち
ら
か
そ
う
と
す
る
西
欧
人
の
野
獣
の
よ
う
な
ま
ね
を
、
な
ぜ

日
本
は
行
う
の
か
と
、
激
し
い
怒
り
を
示
し
て
い
る
。
領
土
と
賠
償

を
求
め
る
の
に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
日
本
人
は
、
西
欧
人
と
同
列
で

は
な
い
か
と
の
指
摘
だ
」61

と
論
じ
る
。
さ
ら
に
「
荒
尾
は
、
日
本
は

道
義
国
家
と
し
て
ア
ジ
ア
の
一
角
を
占
め
、
西
欧
帝
国
主
義
の
覇
道

に
抗
議
す
べ
き
だ
っ
た
と
の
意
見
だ
っ
た
の
で
あ
る
」62
と
解
説
す
る
。

　

日
中
（
清
）
間
の
友
好
協
力
の
基
礎
固
め
に
必
要
な
人
材
を
養
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
亜
同
文
会
の
掲
げ
る
「
支
那
保
全
」
を
実

現
し
よ
う
と
生
ま
れ
た
東
亜
同
文
書
院
。こ
こ
で
学
ん
だ
者
た
ち
は
、

そ
の
教
え
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
少
年
・
吉
岡
文
六
も
例
外
で

は
な
い
だ
ろ
う
。

　

抑
え
が
た
い
中
国
へ
の
思
い
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
吉
岡
文
六
が

知
っ
た
の
が
、
大
陸
へ
の
道
を
開
く
東
亜
同
文
書
院
の
学
生
募
集
告

知
だ
っ
た
。
熊
本
県
公
費
派
遣
生
試
験
を
受
け
た
約
2
0
0
人
の
う

ち
、
吉
岡
だ
け
が
合
格
し
た
。

　

卒
業
後
の
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
、
毎
日
新
聞
社
で
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
道
を
歩
む
。
入
社
後
わ
ず
か
5
カ
月
後
に
北
京
へ
赴
任
、

い
っ
た
ん
帰
国
し
た
の
ち
の
1
9
3
2
年
6
月
、上
海
に
赴
任
し
た
。

同
じ
年
の
1
月
、
第
一
次
上
海
事
変63

が
勃
発
し
て
い
た
。
2
年
後
の

1
9
3
4
年
に
帰
国
し
た
が
、
同
文
書
院
時
代
の
2
年
間
を
含
め
、

長
く
中
国
大
陸
に
駐
在
、
ま
た
長
期
の
中
国
出
張
を
繰
り
返
し
た
。

同
文
書
院
で
学
び
、
後
に
マ
ス
コ
ミ
に
身
を
投
じ
た
者
の
多
く
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、「
中
国
問
題
専
攻
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」64

と
な
っ

て
い
く
。
そ
の
実
績
を
評
価
さ
れ
、
昇
進
を
重
ね
、
若
く
し
て
編
集

部
門
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

　

第
一
線
で
取
材
活
動
を
し
て
い
た
時
の
吉
岡
文
六
は
、
ど
の
よ
う

な
記
者
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
毎
日
新
聞
社
の
国
際
報
道
畑
で
は
吉

岡
の
同
僚
だ
っ
た
城
戸
又
一65

は
生
前
、
日
本
新
聞
協
会
が
企
画
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
、
吉
岡
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

─
（
略
）
以
前
は
、
大
陸
浪
人
型
の
、
軍
部
と
非
常
に
近
い
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関
係
に
あ
っ
た
方
の
よ
う
に
も
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
方

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
が
本
当
で
す
ね
。
南
京
特
派
員
と
し
て
軍
と
接
触
す
る
こ

と
が
多
か
っ
た
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
あ
る
意
味
で
は
、
軍
の
代

弁
に
近
い
よ
う
な
特
電
［
引
用
者
注
…
自
社
の
現
地
特
派
員
が
送

稿
し
た
記
事
の
略
］
を
盛
ん
に
打
っ
て
き
て
吉
岡
文
六
と
い
う
署

名
入
り
の
特
電
で
、
新
聞
の
第
一
面
ト
ッ
プ
を
、
そ
れ
も
相
当
の

ス
ペ
ー
ス
を
取
っ
て
出
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
陸
軍
の
対
支
政
策
に

沿
っ
た
も
の
で
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
そ
の
代
弁
と
い
う
性
格
の

電
報
で
し
た
。
非
常
に
優
遇
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
吉
岡

自
身
の
考
え
方
で
も
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。（
略
）
新
聞
記
者

と
し
て
の
考
え
方
は
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
新
名
君
の
「
竹
槍
事
件
」
の
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る
反

発
と
い
う
か
、
不
当
な
や
り
方
に
対
す
る
抵
抗
の
姿
勢
は
十
分

あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。66

　

城
戸
は
、
吉
岡
が
駐
在
す
る
中
国
か
ら
「
軍
の
代
弁
に
近
い
」
記

事
を
送
り
続
け
て
い
た
と
証
言
す
る
。「
そ
れ
は
吉
岡
自
身
の
考
え

方
で
も
あ
っ
た
」
と
も
い
う
。
中
国
事
情
に
通
じ
、
あ
る
意
味
、
軍

部
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
担
っ
た
吉
岡
は
、
独
自
の
中
国
観
を
有
し
、

中
国
の
将
来
を
開
く
た
め
に
は
日
本
の
役
割
の
重
要
性
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
媒
体
を
通
じ
て
訴
え
て
き
た
。
そ
の
背
景
は
追
っ
て
分
析
し
た

い
。
反
動
な
の
か
、
戦
況
の
悪
化
に
伴
い
、
軍
内
部
の
確
執
、
さ
ら

に
は
戦
略
・
戦
術
の
迷
走
は
、
大
き
な
失
望
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
が
竹
槍
事
件
へ
の
決
断
に
至
っ
た
と
、
城

戸
は
推
測
す
る
。

　

日
本
新
聞
協
会
の
同
じ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
戦
前
・

戦
後
を
通
じ
て
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
松
本
重

治67

も
応
じ
て
い
る
。
松
本
は
1
9
3
0
年
代
の
上
海
勤
務
時
、
吉
岡

文
六
と
同
じ
時
代
を
過
ご
し
た
。

　

─
こ
れ
ら「
電
通
」［
日
本
電
報
通
信
社
の
略
称
…
引
用
者
注
］

お
よ
び
新
聞
社
と
の
競
争
関
係
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

競
争
は
非
常
に
激
甚
で
し
た
。

　

─
な
か
ん
ず
く
、
ど
こ
と
…
…
。

　

そ
れ
は「
電
通
」で
す
。
そ
れ
か
ら
す
ば
ら
し
か
っ
た
の
は「
毎

日
」
の
吉
岡
文
六
君
で
す
。
ぼ
く
が
、
こ
れ
は
今
、
陸
軍
武
官
に

会
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
行
く
と
で
す
ね
、た
い
が
い
「
毎
日
」

が
来
て
る
ん
で
す
よ
。
よ
く
や
る
な
あ
、
と
感
心
し
た
で
す
よ
。

吉
岡
君
は
英
語
は
あ
ん
ま
り
や
ら
な
い
。
か
れ
は
中
国
語
で
す
か

ら
…
…
。

　

─
松
本
さ
ん
が
上
海
に
お
い
で
に
な
っ
た
お
り
の
、
各
新
聞

社
の
支
局
長
は
、「
毎
日
新
聞
」
が
吉
岡
文
六
さ
ん
、「
朝
日
新
聞
」

が
木
下
猛
さ
ん
、「
読
売
」
が
田
中
幸
利
さ
ん
。
こ
の
な
か
で
は

や
は
り
吉
岡
さ
ん
の
活
動
が
非
常
に
目
立
っ
た
。

　

そ
り
ゃ
、
だ
ん
ぜ
ん
。68
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城
戸
又
一
に
よ
る
吉
岡
文
六
評
同
様
、
松
本
重
治
も
吉
岡
が
軍
部

中
枢
に
食
い
込
み
、
情
報
を
得
る
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
た
。
堪
能
な
中
国
語
力
、
中
国
事
情
や
中
国
人
の
気
質
に
関
す

る
知
識
の
源
泉
は
、東
亜
同
文
書
院
に
端
を
発
す
る
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

当
時
、す
で
に
他
界
し
て
い
た
吉
岡
へ
の
敬
意
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

自
身
が
ス
ク
ー
プ
記
者
だ
っ
た
松
本
が
こ
れ
ほ
ど
高
く
評
価
す
る
の

は
、
吉
岡
が
極
め
て
優
秀
な
記
者
で
あ
っ
た
裏
付
け
で
も
あ
る
。

　

竹
槍
事
件
が
起
き
た
戦
争
末
期
に
時
代
を
戻
す
。
陸
軍
報
道
部
長

が
、『
毎
日
新
聞
』
の
編
集
責
任
者
を
面
罵
し
、
廃
刊
を
ち
ら
つ
か

せ
る
ほ
ど
の
当
時
の
言
論
統
制
を
、
新
聞
社
側
は
ど
う
受
け
止
め
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

当
時
、
新
聞
記
事
の
原
稿
は
掲
載
前
、
大
本
営
を
は
じ
め
、
し
か

る
べ
き
機
関
に
示
し
、
彼
ら
の
指
導
（
検
閲
）
を
受
け
て
い
た
。
物

資
不
足
か
ら
、
新
聞
用
紙
は
す
で
に
配
給
制
に
な
っ
て
い
た
。
当
局

が
新
聞
社
へ
の
用
紙
提
供
を
止
め
さ
え
す
れ
ば
、
い
と
も
簡
単
に
休

刊
・
廃
刊
に
追
い
込
め
る
。
新
聞
社
側
は
用
紙
の
差
し
止
め
に
な
ら

ぬ
よ
う
、
薄
氷
を
踏
む
思
い
の
日
々
だ
っ
た
。
戦
後
、
軍
に
よ
る
メ

デ
ィ
ア
統
制
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
発
見
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
中
で
も
毎
日
新
聞
横
浜
支
局
で
見
つ
か
っ
た
資
料
か
ら
は
、
検
閲

を
強
い
ら
れ
た
新
聞
社
側
の
対
応
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

そ
の
詳
細
を
東
洋
大
学
教
授
、
田
中
菊
次
郎
が
検
証
し
て
い
る
。

田
中
は
『
新
聞
研
究
』
1
9
7
5
年
1
月
号
で
、「
戦
時
情
報
局
の

役
割

─
発
見
さ
れ
た
毎
日
新
聞
『
検
閲
週
報
』
の
証
言
か
ら
」
の

タ
イ
ト
ル
で
紹
介
、
同
号
か
ら
3
回
連
載
す
る
形
で
『
検
閲
週
報
』

の
内
容
を
詳
説
し
た
。69

な
お
、
戦
時
情
報
局
と
は
、
内
閣
に
置
か
れ

た
情
報
局
を
指
す
。

　

こ
の
こ
ろ
、
新
聞
各
社
に
は
検
閲
部
と
い
う
部
門
が
あ
っ
た
。
毎

日
新
聞
検
閲
部
は
全
国
の
取
材
網
へ
検
閲
情
報
、
対
応
策
を
伝
え
る

た
め
『
検
閲
週
報
』
を
作
成
し
た
。
終
戦
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
処
分
さ
れ
た
は
ず
だ
っ
た
が
、
同
社
横
浜
支
局
が
1
9
7
3
年

春
、
新
し
い
事
務
所
へ
の
引
っ
越
し
作
業
中
に
偶
然
、
発
見
さ
れ
た
。

　

表
紙
に
朱
印
で
「
極
秘
」
と
押
さ
れ
た
『
検
閲
週
報
』
は
、
ワ
ラ

半
紙
に
タ
イ
プ
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
見
つ
か
っ
た
綴
り
は
計
6
3
2

頁
。
1
9
4
2
年
8
月
か
ら
翌
43
年
11
月
に
及
ぶ
。
こ
の
発
行
時
期

【図 7】見つかった「検閲週報」『新聞
研究』第282号から
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は
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦70

で

の
日
本
の
大
敗
の
後
、
す
な

わ
ち
戦
局
の
転
換
期
に
当

た
る
。
圧
倒
的
な
米
軍
の
戦

力
を
前
に
、
日
本
軍
の
戦
況

は
、
太
平
洋
で
は
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
撤
退
か
ら
前
述
の

ア
ッ
ツ
島
全
滅
へ
と
さ
ら

に
悪
化
し
て
い
く
。
竹
槍
事

件
の
記
事
の
と
お
り
だ
。
一

方
の
欧
州
・
ソ
連
戦
線
で
は

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
で

ド
イ
ツ
が
敗
北
し
、
形
勢
は

連
合
国
軍
へ
完
全
に
傾
い

て
い
た
。
国
内
で
は
、
日
中

戦
争
後
に
施
行
さ
れ
た
国

家
総
動
員
法71

が
「
41
年
3
月

大
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
て

罰
則
な
ど
も
強
化
さ
れ
た
。

太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る

と
、
そ
の
適
用
は
拡
大
さ

れ
、
国
民
生
活
を
全
面
的
に

拘
束
し
た
」。72

　

田
中
菊
次
郎
は
「
こ
う
し
た
時
期
に
、戦
時
情
報
局
が
何
を
考
え
、

新
聞
に
何
を
求
め
、
新
聞
が
ど
う
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
か
を
、『
検

閲
週
報
』
は
事
細
か
に
記
録
し
、
か
つ
語
っ
て
い
る
」73

と
、
横
浜
支

局
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
ワ
ラ
半
紙
の
綴
り
を
意
義
付
け
る
。

　
『
検
閲
週
報
』
に
は
、
最
初
に
「
時
局
と
検
閲
に
つ
い
て
」
と
題

し
た
検
閲
部
長
、
北
条
清
一
の
一
文
が
あ
る
。
1
9
4
1
年
12
月
の

「
大
東
亜
戦
争
開
戦
以
来
、
特
に
検
閲
が
厳
重
に
な
つ
て
、
新
聞
紙

面
に
現
れ
る
過
半
数
の
記
事
は
、
検
閲
当
局
の
眼
を
通
つ
た
も
の
で

あ
る
。
従
つ
て
新
聞
紙
に
お
け
る
検
閲
の
仕
事
も
、
非
常
に
重
要
性

を
持
ち
、検
閲
部
員
は
火
薬
工
場
に
働
い
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
で
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
」74

と
、
北
条
は
担
当
部
門
の
責
任

者
と
し
て
の
心
情
を
吐
露
し
た
。
火
の
管
理
を
誤
れ
ば
、
一
瞬
に
し

て
爆
発
し
て
し
ま
う
「
火
薬
工
場
で
働
く
よ
う
な
気
持
ち
の
検
閲
部

員
」
の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

い
っ
た
ん
差
し
止
め
事
項
に
違
反
し
た
場
合
は
、
た
ち
ま
ち
新
聞

の
発
売
禁
止
と
な
り
、
記
述
が
軍
関
係
の
場
合
は
新
聞
社
内
関
係
者

が
起
訴
さ
れ
る
。
北
条
清
一
の
文
章
は
こ
う
結
ん
で
い
る
。

　
「
そ
の
ほ
か
物
資
不
足
と
か
配
給
不
円
滑
に
対
す
る
非
難
の
記
事

と
か
、
あ
る
い
は
時
局
に
対
す
る
不
平
、
不
満
の
記
事
、
政
府
や
地

方
当
局
者
の
措
置
に
対
す
る
非
難
の
記
事
、
ま
た
時
局
犠
牲
者
の
窮

状
を
刺
激
的
に
扱
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
す
べ
て
ご
遠
慮
願
っ

た
方
が
よ
い
と
思
う
」。75

検
閲
部
と
し
て
は
、
当
局
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
、
新
聞
発
行
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
。
北
条
清
一
の
社
内
へ
の

飯田　和郎（いいだ・かずお）氏
　1960 年生まれ。関西学院大学経済学部卒業後、
1983 年毎日新聞社入社。佐賀支局、西部本社報道部を
経て 91年に東京本社外信部。北京特派員、台北支局長、
中国総局長（北京）、外信部長など。2013 年 RKB毎日
放送（本社・福岡市）に移り、報道制作センター長、専
務取締役などを務めたのち 23年に退職。在職中から福
岡市の西南学院大学院国際文化研究科修士課程に通い、
本稿を修士論文として提出（『アジア時報』用に改題）、
24年 3月修了した。一般社団法人アジア調査会理事。
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呼
び
か
け
は
あ
る
意
味
、
当
然
の
要
請
で
あ
る
。

　
“
自
粛
・
自
衛
”
す
る
メ
デ
ィ
ア
。『
朝
日
新
聞
』
で
主
筆
を
務
め

た
緒
方
竹
虎76

は
軍
部
に
批
判
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
そ
の
緒
方
で
あ
れ
、「
満
洲
事
変
で
軍
が
非
常
に
政
治
的
な

力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
は
丸
腰
の
新
聞
で
は

結
局
抵
抗
は
出
来
な
い
。（
略
）
そ
れ
よ
り
も
こ
れ
は
何
と
か
一
つ

朝
日
新
聞
が
生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
の
方
が

強
く
な
り
」77

と
の
ち
に
述
懐
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
回
顧
か
ら
も
、

組
織
を
維
持
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も
最
優
先
し
て
い
た
新
聞
社
幹
部

の
心
境
が
に
じ
む
。

　

田
中
菊
次
郎
は
、『
新
聞
研
究
』
誌
上
で
行
っ
た
3
回
連
続
の
検

証
の
最
終
回
で
、「
新
聞
は
次
第
に
内
外
に
信
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

情
報
局
を
意
の
ま
ま
に
操
っ
た
軍
部
が
、
新
聞
を
も
私
物
化
し
た
と

き
、
新
聞
は
も
は
や
『
死
に
体
』
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
」78

と
総

括
し
た
。
だ
が
、
田
中
は
一
方
で
「
編
集
局
各
部
は
こ
れ
を
、
そ
の

ま
ま
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
は
「
が
ん
じ
が
ら

め
」
の
網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
る
工
夫
も
あ
り
、
あ
る
と
き
は
「
竹

ヤ
リ
事
件
」
の
よ
う
に
戦
局
指
導
批
判
に
決
然
と
立
ち
上
が
っ
た
の

を
み
て
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」79

と
評
価
し
て
い
る
。

　

網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
、竹
槍
事
件
の
記
事
が
掲
載
で
き
た
の
は
、

筆
者
の
新
名
丈
夫
が
海
軍
内
に
あ
る
記
者
ク
ラ
ブ
、
黒
潮
会
所
属

だ
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
中
で
も
、「
黒
潮
会
詰
め
の
各
社
の
記

者
の
う
ち
、
主
任
ク
ラ
ス
の
者
の
記
事
は
、
慣
例
的
に
検
閲
を
必
要

と
し
て
い
な
か
っ
た
」。80

い
か
な
る
事
前
検
閲
も
受
け
な
い
ベ
テ
ラ

ン
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

し
か
し
、
北
条
清
一
の
い
う
「
政
府
や
地
方
当
局
者
の
措
置
に
対

す
る
非
難
の
記
事
」
が
網
の
目
を
く
ぐ
り
抜
け
て
報
道
さ
れ
て
も
、

そ
こ
に
は
軍
部
か
ら
の
強
烈
な
制
裁
が
待
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
掲

載
に
出
し
た
ゴ
ー
サ
イ
ン
は
、
吉
岡
文
六
の
決
意
の
固
さ
を
示
し
た

と
言
え
る
。

　

竹
槍
事
件
の
余
波
は
、“
無
関
係
”
の
多
く
の
人
命
を
も
奪
っ
た

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
怒
り
の
収
ま
ら
な
い
陸
軍
は
、
記
事
の

筆
者
を
割
り
出
し
、
新
名
丈
夫
を
一
兵
卒
と
し
て
召
集
し
た
。
す
で

に
37
歳
。
軍
に
よ
る
懲
罰
的
意
味
を
持
つ
召
集
だ
っ
た
。
た
だ
、
陸

軍
は
新
名
1
人
を
召
集
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
本
来
は
該
当
し
な

い
は
ず
の
兵
役
免
除
者
2
5
0
人
を
合
わ
せ
て
召
集
し
た
。
新
名
は

3
カ
月
後
、
海
軍
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
従
軍
記
者
に
な
る
こ
と
で
除

隊
で
き
た
が
、“
道
連
れ
”の
よ
う
に
召
集
さ
れ
た
2
5
0
人
は
全
員
、

硫
黄
島81

で
玉
砕
し
た
。
戦
場
で
命
を
落
と
し
た
者
た
ち
の
命
運
も
含

め
た
全
体
を
竹
槍
事
件
と
称
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

42　

2
0
2
3
年
11
月
7
日
、
論
者
が
東
林
寺
で
行
っ
た
森
無
禪
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
。

43　

1
9
0
4
年−
1
9
8
5
年
、
香
川
県
生
ま
れ
。
毎
日
新
聞
社
で
主
筆
、
社
長
、
会

長
な
ど
を
歴
任
し
た
ほ
か
、
東
亜
国
内
航
空
会
長
な
ど
も
務
め
た
。
田
中
香
苗
に
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つ
い
て
は
第
2
章
、
第
3
章
で
詳
し
く
取
り
上
げ
る
。

44　

田
中
香
苗
「
吉
岡
文
六
さ
ん
」（『
回
顧　

田
中
香
苗
』
田
中
香
苗
回
顧
録
刊
行
会
、

1
9
8
7
年
8
月
）
1
5
3
頁
。

45　

前
掲
、
森
無
禪
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
。

46　

1
9
1
1
年
、
辛
亥
の
年
に
中
国
に
起
こ
っ
た
革
命
。
10
月
10
日
の
武
昌
蜂
起
を

き
っ
か
け
に
各
地
で
革
命
派
が
蜂
起
、
翌
12
年
1
月
、
南
京
に
孫
文
を
臨
時
大
総

統
と
す
る
臨
時
政
府
を
樹
立
、
2
月
の
清
帝
退
位
に
よ
っ
て
中
国
史
上
初
の
共
和

国
で
あ
る
中
華
民
国
が
成
立
し
た
。

47　

1
8
6
6−

1
9
2
5
年
、
中
国
革
命
の
指
導
者
・
政
治
家
。
広
東
出
身
。
初
め
医

師
と
な
っ
た
が
、
革
命
運
動
に
入
り
、
1
8
9
4
年
興
中
会
を
組
織
、
1
9
0
5
年
、

東
京
で
中
国
革
命
同
盟
会
を
結
成
し
、
三
民
主
を
綱
領
と
し
た
。
辛
亥
革
命
で
臨

時
大
総
統
に
就
任
後
、
政
権
を
袁
世
凱
に
譲
っ
た
が
、
そ
の
独
裁
化
に
抗
し
て
第

二
革
命
を
開
始
。
19
年
、
中
華
革
命
党
を
中
国
国
民
党
と
改
組
、
24
年
、
国
共
合

作
を
実
現
し
、
革
命
推
進
の
た
め
広
東
か
ら
北
京
に
入
っ
た
が
病
死
し
た
。
亡
命

中
の
日
本
で
多
く
の
日
本
人
が
物
心
両
面
で
孫
文
を
支
援
し
た
。

48　

中
国
最
後
の
王
朝
。
1
6
1
6
年
、女
真
族
の
ヌ
ル
ハ
チ
（
太
祖
）
が
明
を
滅
ぼ
し
、

国
号
を
後
金
と
し
て
建
国
。
1
6
3
6
年
、
2
代
太
宗
が
国
号
を
清
と
改
称
。
都

を
瀋
陽
か
ら
北
京
に
移
し
た
。
康
熙
・
乾
隆
両
帝
の
と
き
全
盛
。
19
世
紀
に
入
っ

て
欧
米
列
強
の
侵
略
や
、太
平
天
国
な
ど
の
農
民
反
乱
に
よ
り
衰
退
。
1
9
1
2
年
、

辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
滅
亡
し
た
。

49　

1
8
5
9−

1
9
1
6
年
、
中
国
の
政
治
家
。
河
南
省
出
身
。
天
津
で
洋
式
の
新
建

陸
軍
を
編
成
。
辛
亥
革
命
後
、
中
華
民
国
大
総
統
に
就
任
。
在
任
は
1
9
1
3−

1
9
1
5
年
。
次
第
に
独
裁
色
を
強
め
、
帝
政
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
が
、
反
袁

運
動
の
た
め
失
敗
。

50　

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
1
9
1
5
年
、
日
本
が
権
益
拡
大
の
た
め
中
国
に
提
出
・

受
諾
さ
せ
た
21
カ
条
か
ら
成
る
要
求
。
関
東
州
租
借
期
限
・
南
満
州
権
益
期
限
の

延
長
、
南
満
州
・
東
部
内
蒙
古
に
お
け
る
日
本
の
優
越
性
の
確
立
、
中
国
沿
岸
の

港
湾
・
諸
島
の
他
列
強
国
に
対
す
る
割
譲
・
貸
与
の
禁
止
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

51　

1
9
1
9
年
5
月
4
日
、
北
京
の
学
生
た
ち
の
デ
モ
を
契
機
と
し
て
起
こ
っ
た
中

国
の
民
族
運
動
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
の
中
国
侵
略
や
、
こ
れ
を
許
し
た

軍
閥
政
府
に
反
対
す
る
た
め
、
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
日
貨
（
日
本
商
品
）
の
排

斥
が
頻
発
し
た
。

52　

渋
谷
敦『
無
冠
の
帝
王

─
あ
る
新
聞
人
の
生
涯
』（
清
風
出
版
、1
9
6
8
年
1
月
）

65
頁
。

53　
「
興
学
要
旨
」（『
創
立
東
亜
同
文
書
院
要
領
』、
東
亜
同
文
会
、
1
9
0
1
年
、
月

は
不
明
）

54　

原
文
は
漢
文
で
当
該
箇
所
は
以
下
。「
講
中
外
之
実
学
。
教
中
日
之
英
才
。
一
以
樹

中
国
富
強
之
基
。
一
以
固
中
日
輯
協
之
根
。
所
期
在
乎
保
全
中
国
。
而
定
東
亜
久

安
之
策
。
立
宇
内
永
和
之
計
。」

55　

1
8
5
9−

1
8
9
6
年
、
尾
張
藩
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
明
治
時
代
の
軍
人
、

中
国
問
題
研
究
家
。
陸
軍
士
官
学
校
卒
業
後
、隊
付
将
校
を
経
て
参
謀
本
部
に
勤
務
。

中
国
問
題
に
関
心
を
抱
き
興
亜
論
を
唱
え
、
1
8
8
6
年
、
清
国
に
渡
り
、
3
年

余
り
各
地
を
実
地
調
査
し
た
。
日
清
貿
易
の
振
興
を
目
ざ
し
、
上
海
に
日
清
貿
易

研
究
所
を
設
立
し
て
人
材
養
成
に
あ
た
っ
た
。

56　

1
8
9
0
年
か
ら
1
8
9
3
年
に
か
け
て
上
海
に
存
在
し
た
日
本
の
教
育
機
関
。

日
清
戦
争
勃
発
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
。
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アジア時報

57　

荒
尾
精
『
対
清
弁
妄
』（
大
谷
仁
兵
衛
・
山
中
勘
次
郎
・
下
村
米
吉
、
1
8
9
5
年

3
月
）。

58　

1
9
8
4−

1
9
8
5
年
に
朝
鮮
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
日
本
と
清
国
と
の
間
で
起

こ
っ
た
戦
争
。
朝
鮮
で
起
こ
っ
た
甲
午
農
民
戦
争
鎮
圧
の
た
め
清
国
が
出
兵
す
る

と
、
対
抗
し
て
日
本
も
出
兵
。
日
本
は
勝
利
を
収
め
、
下
関
講
和
条
約
を
結
ん
だ
。

59　

前
掲
、
荒
尾
精
『
対
清
弁
妄
』
序
。

60　

1
9
3
9
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
評
論
家
。「
昭
和
史

を
語
り
継
ぐ
会
」
を
主
宰
。
主
に
日
本
近
代
史
の
事
象
、
事
件
、
人
物
に
題
材
を

求
め
、延
べ
4
0
0
0
人
余
の
人
び
と
に
聞
き
書
き
を
行
い
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、

評
論
、
評
伝
な
ど
の
分
野
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

61　

保
阪
正
康
「
昭
和
史
の
か
た
ち

─
明
治
人
・
荒
尾
精
の
教
え
」（『
毎
日
新
聞
』、

2
0
1
5
年
5
月
9
日
朝
刊
）
9
頁
。

62　

同
前
、
9
頁
。

63　

1
9
3
1
年
9
月
、
中
国
東
北
部
・
奉
天
（
現
在
の
瀋
陽
）
で
起
き
た
満
州
事
変

へ
の
国
際
的
な
目
を
そ
ら
す
た
め
、
日
本
軍
が
上
海
に
進
撃
し
、
全
市
を
占
領
し

た
事
件
。
日
中
戦
争
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

64　

前
掲
、
本
田
毅
彦
「
海
外
経
験
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
議
員
た
ち

─
東
亜
同
文
書
院

卒
業
者
を
中
心
と
し
て
」
2
7
9
頁
。

65　

1
9
0
2
年−

1
9
9
7
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
毎
日
新
聞
特
派
員
と
し
て
は
主
に

欧
州
で
活
動
し
た
。
の
ち
に
東
京
大
学
や
同
志
社
大
学
の
教
授
に
転
じ
た
。
日
本

新
聞
学
会
会
長
な
ど
も
務
め
た
。

66　

城
戸
又
一
「
大
戦
前
、
激
戦
の
欧
州
を
伝
え
る
」（『
新
聞
研
究　

別
冊　

第
24
号　

聴
き
取
り
で
つ
づ
る
新
聞
史
』、
日
本
新
聞
協
会
、
1
9
8
8
年
10
月
）
58
頁
。

67　

1
8
9
9−

1
9
8
9
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
1
9
3
3
年
に
「
日
本
新
聞
聯
合
社
」

（
の
ち
の
同
盟
通
信
社
、現
在
の
共
同
通
信
）
に
入
社
し
、上
海
支
局
長
と
し
て
赴
任
。

中
国
の
要
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
と
の
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
蒋
介

石
が
軟
禁
さ
れ
た
西
安
事
件
を
ス
ク
ー
プ
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
上
海
で
の

6
年
間
の
回
想
録
を
『
上
海
時
代
』（
中
公
新
書
）
に
著
し
た
。
戦
後
は
財
団
法
人
・

国
際
文
化
会
館
を
設
立
し
、
自
ら
理
事
長
に
就
い
た
。

68　

松
本
重
治
「
稀
有
な
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」（『
新
聞
研
究　

別
冊　

第
12
号　

聴
き
取
り
で
つ
づ
る
新
聞
史
』、
日
本
新
聞
協
会
、
1
9
8
1
年
5
月
）
25
頁
。

69　

田
中
菊
次
郎「
毎
日
新
聞「
検
閲
週
報
」（
昭
和
十
七
〜
十
八
年
）の
証
言（
上
）」（『
新

聞
研
究
』、
1
9
7
5
年
1
月
通
巻
2
8
2
号
）
62−

66
頁
▽
「
毎
日
新
聞
「
検
閲

週
報
」（
昭
和
十
七
〜
十
八
年
）
の
証
言
（
中
）」（『
新
聞
研
究
』、
1
9
7
5
年
2

月
通
巻
2
8
3
号
）
69−

73
頁
▽
「
毎
日
新
聞
「
検
閲
週
報
」（
昭
和
十
七
〜
十
八
年
）

の
証
言
（
下
）」（『
新
聞
研
究
』、
1
9
7
5
年
3
月
通
巻
2
8
4
号
）
77−

81
頁
。

70　

太
平
洋
戦
争
中
の
1
9
4
2
年
6
月
5
日
か
ら
7
日
に
か
け
、
ハ
ワ
イ
諸
島
北
西

に
あ
る
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
沖
で
、
日
米
両
海
軍
の
機
動
部
隊
が
繰
り
広
げ
た
大
規
模

な
戦
闘
。
日
本
の
連
合
艦
隊
は
空
母
4
隻
を
す
べ
て
失
う
大
敗
を
喫
し
、
戦
局
が

大
き
く
転
換
し
た
。

71　

日
中
戦
争
に
際
し
、国
家
の
総
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
人
的
、物
的
資
源
を
統
制
・

運
用
す
る
権
限
を
政
府
に
与
え
た
法
律
。
1
9
3
8
年
に
制
定
、
敗
戦
後
の

1
9
4
5
年
廃
止
さ
れ
た
。

72　
『
日
本
大
百
科
全
書
』（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
の
長
幸
男
「
国
家
総
動
員
法
」
よ
り
。

73　

田
中
菊
次
郎
「
戦
時
情
報
局
の
役
割

─
発
見
さ
れ
た
毎
日
新
聞
「
検
閲
週
報
」

の
証
言
か
ら
」（『
新
聞
研
究
』
第
2
8
2
号
、日
本
新
聞
協
会
、1
9
7
5
年
1
月
）
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60
頁
。

74　

田
中
菊
次
郎
「
戦
時
情
報
局
の
役
割

─
発
見
さ
れ
た
毎
日
新
聞
「
検
閲
週
報
」

の
証
言
か
ら
」（『
新
聞
研
究
』
第
2
8
2
号
、日
本
新
聞
協
会
、1
9
7
5
年
1
月
）

61
頁
。

75　

同
前
、
61
頁
。

76　

1
8
8
8−

1
9
5
6
年
、
山
形
県
生
ま
れ
。
朝
日
新
聞
社
副
社
長
・
主
筆
な
ど
要

職
を
経
た
の
ち
政
界
に
入
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
自
由
党
に
参
加
、
第
四
、

五
次
吉
田
内
閣
の
副
総
理
を
経
て
自
由
党
総
裁
を
務
め
た
。

77　

緒
方
竹
虎
「
叛
乱
将
校
と
の
対
決
の
一
瞬
」（『
五
十
人
の
新
聞
人
』、
電
通
、

1
9
5
5
年
7
月
）
2
0
7
頁
。

78　

前
掲
、
田
中
菊
次
郎
「
毎
日
新
聞
「
検
閲
週
報
」（
昭
和
十
七
〜
十
八
年
）
の
証
言

（
下
）」「（『
新
聞
研
究
』
第
2
8
4
号
）
81
頁
。

79　

前
掲
、「
戦
時
情
報
局
の
役
割

─
発
見
さ
れ
た
毎
日
新
聞
「
検
閲
週
報
」
の
証
言

か
ら
」（『
新
聞
研
究
』
第
2
8
2
号
）
61
頁
。

80　

前
掲
、
戸
川
幸
夫
「
東
条
と
闘
っ
た
七
人
の
侍
」（『
昭
和
快
人
録

─
知
ら
れ
ざ

る
戦
史
』）
1
1
2
頁
。

81　

東
京
都
・
小
笠
原
諸
島
に
属
す
る
。
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
米
軍
は
B-

29
爆
撃
機

に
よ
る
日
本
本
土
空
襲
の
中
継
基
地
と
し
て
、
ま
た
戦
闘
機
隊
の
出
撃
基
地
と
す

る
た
め
同
島
の
攻
略
を
企
図
し
た
。
米
軍
は
1
9
4
5
年
2
月
16
日
同
島
に
対
す

る
艦
砲
射
撃
、
海
兵
師
団
の
上
陸
を
開
始
。
約
2
万
3
0
0
0
人
の
日
本
軍
守
備

隊
は
、
徹
底
し
た
陣
地
持
久
戦
に
よ
っ
て
抵
抗
し
た
が
、
圧
倒
的
な
砲
爆
撃
に
支

え
ら
れ
た
米
軍
の
猛
攻
に
よ
っ
て
、
3
月
末
に
は
日
本
軍
の
抵
抗
は
終
わ
り
を
告

げ
た
。


